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ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
な
、
お
正
月
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
皆
さ
ま
方
に
は
絶
大
な
る
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

特
に
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
長
崎
市
議

会
議
員
選
挙
に
際
し
ま
し
て
は
、
激
戦
の
中
、

４
期
目
の
当
選
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

  

喫
緊
の
諸
課
題
の
解
決
に
努
め
ま
す

　

長
崎
市
の
喫
緊
の
課
題
は
人
口
減
少
問
題

で
あ
り
ま
す
。
長

崎
市
の
人
口
は
２

０
１
０
年
時
点
で

44
万
４
千
人
か

ら
、
２
０
６
０
年

に
は
24
万
２
千
人

ま
で
減
少
し
、
65

歳
以
上
の
人
口
比

率
は
23
％
か
ら

40
％
に
な
る
見
込

み
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

長
崎
市
も
国
か

ら
の
要
請
を
受
け

て
、
平
成
28
年
３

月
ま
で
に「
地
方

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と

「
地
方
版
総
合
戦

略
」を
策
定
し
て

い
ま
す
が
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
の
政

策
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
多
額
の
財
源
が
必
要
な
大

型
事
業（
長
崎
駅
周
辺
整
備
・
新
市
庁
舎
建
設
・

文
化
施
設
整
備
や
端
島（
軍
艦
島
）整
備
等
）の

整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
財
政
運

営
は
一
般
財
源
の
減
少
や
扶
助
費
な
ど
の
義
務

的
経
費
が
増
加
し
、
厳
し
い
状
況
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
優
先
順
位
を
決
め
て
選
択
と

集
中
に
よ
り
、
長
崎
市
の
経
済
発
展
と
市
民
が

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
平
成
28
年
度
は
大
型
事
業
を
決
断

す
る
重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
で
慎

重
な
審
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

  

今
年
も
ご
指
導
・
ご
支
援
を

  

お
願
い
致
し
ま
す

　

今
日
ま
で
、
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力

に
よ
り
長
崎
市
議
会
議
員
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
改
め
て

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
市
民
の
皆
さ
ん
が「
長
崎
に
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
」と
実
感
で
き
る
よ
う
な「
安
全
で
安

心
し
て
・
生
活
で
き
る
環
境
つ
く
り
」に
向
け

て
更
に
努
め
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
旧
に

倍
す
る
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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ご相談はお気軽に！

市
民
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
27
年
10
月
１
日
に
田
上
富
久
市
長
に
対

し
、
平
成
28
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
の
政
策
要
求
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

要
求
書
は
、
市
政
運
営
に
対
す
る
考
え
方
お
よ
び
予
算
編
成
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
要
求
内
容
を
踏
襲
し
な
が
ら
「
活
力
あ

る
住
み
よ
い
長
崎
を
め
ざ
し
て
」
を
基
本
に
８
項
目
の
政
策
大
綱

に
つ
い
て
向
こ
う
４
年
間
継
続
す
る
項
目
と
、
28
年
度
予
算
で
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
提
出
し
ま
し
た
。

８
項
目
の
政
策
大
綱

①
新
し
い
行
政
運
営

②
人
間
性
を
育
み
、
生
き
が
い
と
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

③
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

④
産
業
活
動
を
育
む
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

⑤
安
全
、
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

⑥
核
兵
器
廃
絶
・
世
界
平
和
を
希
求
す
る
長
崎
市
づ
く
り

⑦
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

⑧
道
路
交
通
体
系
の
整
備

平
成
28
年
度
の
主
な
重
点
課
題

g

長
崎
市
新
市
庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
基
本
設
計
や
建
設
時
期
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
結
論
を
出
す
こ
と
。

g

大
型
事
業
（
長
崎
駅
周
辺
整
備
、
端
島
（
軍
艦
島
）
整
備
等
）

に
つ
い
て
、
事
業
計
画
、
施
設
整
備
や
事
業
費
な
ど
、
十
分
に

精
査
し
て
、
議
会
に
適
宜
報
告
し
て
い
く
こ
と
。

g

公
会
堂
廃
止
後
の
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
公
会
堂
機
能
を
有

す
る
施
設
と
な
る
よ
う
県
と
の
協
議
に
臨
み
、
県
庁
舎
跡
地
活

用
の
結
論
を
早
急
に
出
す
こ
と
。

g

長
崎
み
な
と
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
市
民
病
院
は
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
安
定
し
た
高
度
医
療
・
周
産
期
医

療
を
提
供
で
き
る
病
院
と
し
て
安
定
経
営
を
構
築
す
る
こ
と
。

g

企
業
誘
致
で
雇
用
確
保
、
定
住
人
口
の
維
持

g

長
崎
駅
周
辺
の
環
境
整
備

g

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
継
続
し
て
充
実
を
図
る
こ
と
。

g

長
崎
バ
イ
パ
ス
・
女
神
大
橋
・
川
平
有
料
道
路
の
早
期
無
料
化

を
実
現
す
る
こ
と
。

平成28年度「政策要求」を行う

活
力
あ
る
住
み
よ
い
長
崎
を
め
ざ
し
て

昨
年
、
11
月
９
日（
月
）〜
13
日

（
金
）に
実
施
さ
れ
た
、
中
国
（
福

州
市
）
と
の
友
好
都
市
提
携
35
周

年
記
念
訪
問
団
の
一
員
と
し
て
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
訪
問
団
は
、

12
人
の
議
員
と
市
職
員
な
ど
総
勢

25
名
で
あ
り
ま
し
た
。

長
崎
と
中
国
は
４
０
０
年
以
上

も
前
か
ら
交
流
が
あ
り
、
長
崎
に

住
む
華
僑
の
方
の
多
く
が
福
州
市

出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
市
は

１
９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）
に
友

好
都
市
提
携
を
行
い
、
今
日
ま
で

公
式
訪
問
団
の
相
互
派
遣
や
水

道
・
水
産
分
野
に
お
け
る
技
術
交

流
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
、
私
は
水
道
分
野

に
参
加
し
ま
し
た
。

長
崎
市
と
福
州
市
と
の
水
道
技

術
交
流
は
、
平
成
２
年
に
当
時
の

福
州
市
長
が
来
崎
、
水
道
施
設
を

見
学
し
、
水
道
技
術
交
流
が
協
議

さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
３
年
11
月
、
長
崎
市
か
ら
３

名
の
技
術
交
流
訪
問
団
が
福
州
市

を
訪
れ
両
市
の
技
術
が
始
ま
り
、

今
年
で
24
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

福
州
市
に
は
現
在
５
か
所
の
浄

水
場
が
あ
り
１
か
所
を
建
設
中
で

あ
り
ま
し
た
。
運
営
す
る
「
福
州

市
自
来
水
有
限
公
司
」
は
、
１
９

５
４
年
に
設
立
さ
れ
２
０
０
９
年

１
月
に
国
有
企
業
か
ら
現
在
の
有

限
会
社
に
転
換
し
、
職
員
数
は
１
、

２
９
５
名
で
管
理
職
は
福
州
市
政

府
か
ら
派
遣
さ
れ
企
業
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
24
時

間
体
制
で
警
備
が
行
わ
れ
、
防
犯

シ
ス
テ
ム
が
強
化
さ
れ
外
部
か
ら

の
不
法
侵
入
対
策
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。（
国
策
で
取
り
組
ん
で
い
る

そ
う
で
す
）

下
水
処
理
場
は
浄
水
場
に
比
べ

て
歴
史
は
浅
い
が
、
技
術
ス
タ
ッ

フ
は
若
い
女
性
が
多
く
中
国
も
環

福
州
市
友
好
都
市
提
携
35
周
年
記
念
訪
問
団
に
参
加

境
問
題
を
国
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

長
崎
市
で
は
費
用
対
効
果
を
考

え
る
と
、
取
り
組
め
な
い
内
容
を

福
州
市
は
多
額
の
予
算
で
汚
泥
処

理
を
世
界
一
の
施
設
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
、
福
州
市
友
好
都
市
提
携

35
周
年
記
念
訪
問
団
の
一
員
と
し

て
水
道
分
野
は
、
日
本
の
技
術
が

一
番
と
認
識
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
国
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い
と
思

い
ま
し
た
。

下水道運営会社の若い技術スタッフの皆さんと



今
回
の
見
通
し
で
は
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
人
件
費
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
一
方
、
長
崎
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
や
Ｊ
Ｒ
長

崎
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
る
投
資
的
経
費
の
増
加
や
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
関
連
事
業
費
の
増
加
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
扶
助
費
が
増

加
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
以
降
、
普
通
交
付
税

の
合
併
算
定
替
が
段
階
的
に
縮
減
（
平
成
33
年
度
に
は
平
成
25
年

度
比
で
約
38
億
円
の
減
額
）
さ
れ
る
一
方
、
当
該
影
響
額
の
６
割

程
度
は
新
た
な
財
源
措
置
が
あ
る
も
の
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
更

に
、
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
収
支
改
善
を
行
う
こ
と
で
、
期
間
中

（
平
成
28
年
度
〜
平
成
32
年
度
）
の
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
で

き
る
見
込
み
で
す
。

Ｑ

長
崎
市
の
収
入
（
歳
入
）
の

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
？

Ａ
　
市
税
収
入
な
ど
の
市
が
独
自

に
確
保
で
き
る
自
主
財
源
が
少
な

く
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
に
大
き
く
依
存
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

市
税
収
入
の
中
身
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
　
市
民
一
人
あ
た
り
の
市
税
収

入
は
、
中
核
市
平
均
の
８
割
程
度

し
か
な
く
、
非
常
に
低
い
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
26
年
度
の

中
核
市
43
市
中
、
長
崎
市
は
39
位
）

Ｑ

収
入
の
内
訳
に
あ
る
地
方
交

付
税
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
地
方
交
付
税
と
は
、
全
国
の

自
治
体
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

国
が
徴
収
し
た
国
税
の
一
部
を
、

出津教会（外海地区）

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
は
、
西
九
州
地
域
の
産
業
振
興
や
交

流
人
口
の
拡
大
等
に
つ
な
が
る
重
要
な
交
通
基
盤
で
あ
る
と
と
も

に
、
長
崎
市
の
発
展
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の

で
あ
り
、
一
日
も
早
い
全
面
開
業
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
西
九
州
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
新
鳥
栖
・
武
雄
温
泉
間
は
フ

リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
導
入
を
前
提
に
在
来
線
を
活
用
し
、
武
雄

温
泉
・
長
崎
間
は
フ
ル
規
格
で
整
備
す
る
と
い
う
工
事
実
施
計
画
の

認
可
の
も
と
、平
成
34
年
度
の
開
業
に
向
け
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
２
月
の
国
土
交
通
省
の
軌
間
可
変
技
術
評
価
委
員
会
に
お

い
て
「
軌
間
可
変
台
車
の
基
本
的
な
耐
久
性
能
の
確
保
に
目
処
が
つ

い
た
」
と
さ
れ
て
、
同
年
10
月
か
ら
３
モ
ー
ド
耐
久
走
行
試
験
が
開

始
さ
れ
た
も
の
の
、
約
３
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
行
し
た
時
点
で
不

具
合
が
発
生
し
、同
年
11
月
か
ら
走
行
試
験
が
休
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
国
土
交
通
省
か
ら
は
平
成
27
年
12
月
４
日
の

軌
間
可
変
技
術
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、
試
験
再
開
は
早
く
て
来
年

度
後
半
と
の
報
告
が
な
さ
れ
、
技
術
開
発
や
量
産
車
の
製
造
が
遅
延

す
る
一
方
で
、
平
成
34
年
度
の
全
面
開
業
に
向
け
た
具
体
的
な
対
応

策
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

長
崎
市
は
、
平
成
34
年
度
開
業
を
前
提
と
し
て
、
新
幹
線
開
業
を

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
す
る
た
め
に
、
長
崎
駅
周
辺
再
整
備
事
業

な
ど
に
多
額
の
投
資
を
行
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
地
域
の
努
力
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に

も
、「
完
成
・
開
業
時
期
を
平
成
34
年
度
か
ら
可
能
な
限
り
前
倒
し

す
る
」
と
い
う
平
成
27
年
１
月
の
政
府
・
与
党
申
し
合
わ
せ
の
実
現

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
と
お
り
対
応
さ
れ
る
よ
う
に

強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

１．
「
完
成
・
開
業
時
期
を
平
成
34
年
度
か
ら
可
能
な
限
り
前
倒
し

す
る
」
と
い
う
政
府
・
与
党
申
し
合
わ
せ
を
厳
守
す
る
こ
と
。

２．
当
該
申
し
合
わ
せ
の
実
現
に
向
け
、
具
体
的
な
対
応
策
を
早
急

に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
。

３．
当
該
対
応
策
に
つ
い
て
、
本
市
及
び
西
九
州
ル
ー
ト
の
地
元
関

係
者
に
対
し
、
早
急
に
説
明
し
、
十
分
な
調
整
を
行
い
合
意
を

得
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま

す
。平

成
27
年
12
月
16
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
市
議
会

◆
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
費

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
」
…
２，
４
０
０
万
円

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
」
の
概
要
及
び
外
海
地

区
の
構
成
資
産
並
び
に
「
外
海
の

石
積
集
落
景
観
」
に
関
す
る
展
示

等
を
、
外
海
歴
史
民
俗
資
料
館
に

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
遺

産
価
値
の
理
解
促
進
を
図
る
も
の
。

◆
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ

ャ
ン
プ
誘
致
推
進
費

…
８
７
９
万
９
千
円

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ

ャ
ン
プ
誘
致
に
お
い
て
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
ラ
グ
ビ
ー
協
会
か
ら
の

視
察
団
を
受
入
れ
る
た
め
の
経
費

及
び
今
後
の
誘
致
交
渉
に
係
る
経

費
に
つ
い
て
増
額
補
正
す
る
も
の
。

◆
高
齢
者
施
設
開
設
準
備
費
補
助

金
…
…
…
４，
０
９
８
万
６
千
円

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
及
び
看
護
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
並
び
に
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の

開
設
準
備
に
要
す
る
経
費
に
対
し

て
助
成
す
る
も
の
。

・
対
象
施
設
　
６
ヶ
所
（
立
山
５

丁
目
、
松
原
町
、
昭
和
１
丁
目
、

豊
洋
台
１
丁
目
、
小
江
原
１
丁
目
、

小
浦
町
）

・
補
助
額
　
62
万
１
千
円
×
（
宿

泊
）
定
員
数

・
開
設
予
定
時
期
　
平
成
28
年
３

月
〜
10
月

◆
乳
幼
児
医
療
対
策
費…９

０
５
万
円

小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
に
係

る
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
平
成
27
年
度
に
お

け
る
支
給
件
数
等
が
、
当
初
の
見

込
み
を
上
回
る
こ
と
に
よ
り
予
算

の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
増

額
補
正
す
る
も
の
。

◆
民
間
保
育
所
等
施
設
型
給
付
費

保
育
所…５

億
９，
１
５
７
万
９
千
円

民
間
保
育
所
の
運
営
に
必
要
な

費
用
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

平
成
27
年
度
に
お
け
る
入
所
児
童

数
、
運
営
費
単
価
及
び
加
算
額
が
、

当
初
の
見
込
み
を
上
回
る
こ
と
に

よ
り
予
算
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
増
額
補
正
す
る
も
の
。

◆
高
齢
者
等
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費…

３，
８
６
０
万
８
千
円

高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
イ
ン

（総額：2,141億8,000万円）

平
成
27
年
11
月
議
会

約10億6,400万円、
　　　条例改正19件可決

補正総額約7億7,938万円（特別会計含む）、26の議案を可決・同意！

12月４日　一般質問を行う！

約22億6,400万円(一般会計補正予算）約22億6,400万円(一般会計補正予算）
　　　　　　　　　　　　　　46議案可決、１議案否決！46議案可決、１議案否決！

約22億6,400万円(一般会計補正予算）
　　　　　　　46議案可決、１議案否決！

平成26年度一般会計補正予算
（約37億5,300万円）

22議案可決・１議案修正可決・１議案否決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

平
成
27
年
第
６
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
11
月
27
日
（
金
）
か
ら
12

月
16
日
（
水
）
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
約
22

億
６
４
０
０
万
円
）
条
例
改
正
・
人
事
案
件
な
ど
46
件
は
可
決
し
ま
し
た

が
、
新
市
立
病
院
の
雨
水
渠
（
う
す
い
き
ょ
）
を
誤
っ
て
損
傷
す
る
問
題

に
よ
り
、
市
立
病
院
機
構
中
期
計
画
を
変
更
す
る
議
案
は
全
会
一
致
で
否

決
と
な
り
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案
の
中
の
給
与
条
例
改
正
案
は
、
職
員
の
不
適
切
な
事

務
処
理
な
ど
の
責
任
を
取
り
、
今
年
１
月
か
ら
３
月
の
給
与
に
つ
い
て
市

長
（
20
％
）、
副
市
長
（
10
％
）、
上
下
水
道
局
長
（
５
％
）
減
額
す
る
こ

と
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
の
「
教
育
現
場
の
実
態
に
即
し
た
教
職
員
定
数
の
充

実
等
に
関
す
る
意
見
書
」
は
全
会
一
致
、「
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト

の
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書
」
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
係
る
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
単
価
の
増
に
伴
い
接
種
委
託
料

が
増
と
な
っ
た
こ
と
及
び
平
成
27

年
度
に
お
け
る
接
種
者
数
が
、
当

初
の
見
込
み
を
上
回
る
こ
と
に
よ

り
予
算
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
増
額
補
正
す
る
も
の
。

◆
乳
幼
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
…
１，
１
０
９
万
４
千
円

生
後
６
ヶ
月
か
ら
小
学
校
就
学

前
ま
で
の
乳
幼
児
を
対
象
に
し
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
係

る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
単
価
の
増
に
伴
い
接
種
委

託
料
が
増
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

予
算
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

増
額
補
正
す
る
も
の
。

◆
消
防
団
活
動
費
（
災
害
防
御
費
）

…
３
８
７
万
６
千
円

消
防
団
員
の
水
火
災
等
の
出
動

に
対
す
る
費
用
弁
償
に
お
い
て
、

台
風
15
号
の
警
備
（
８
月
24
日
〜

25
日
）
に
多
数
の
消
防
団
員
に
よ

る
警
戒
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
当
初
の
見
込
み
を
上
回
る
こ

と
に
よ
り
予
算
の
不
足
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
増
額
補
正
す
る
も
の
。

◆
市
民
プ
ー
ル
施
設
整
備
事
業
費

…
１，
０
８
０
万
円

市
民
総
合
プ
ー
ル
に
お
い
て
、

経
年
劣
化
し
た
流
水
プ
ー
ル
の
底

板
の
防
水
塗
装
を
行
う
も
の
。

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書

長
崎
市
中
期
財
政
見
通
し
（
平
成
28
年
度
〜
32
年
度
）

財
源
が
足
り
な
い
自
治
体
に
再
配

分
す
る
も
の
で
、
自
治
体
が
自
由

に
使
え
る
お
金
で
す
。

Ｑ

長
崎
市
の
支
出
（
歳
出
）
の

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
？

Ａ
　
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
任
意

に
削
減
で
き
な
い
義
務
的
経
費

（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
）
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

長
崎
市
の
財
政
に
は
独
自
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
余

裕
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
　
財
政
の
硬
直
化
の
度
合
を
示

す
指
標
で
あ
る
「
経
常
収
支
比
率
」

を
み
る
と
、
長
崎
市
は
年
々
改
善

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
中
核
市
平

均
と
比
べ
て
数
値
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ

長
崎
市
の
財
政
は
破
綻
す
る

こ
と
は
な
い
で
す
か
？

Ａ
　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
指

標
に
よ
る
と
、
長
崎
市
の
財
政
状

況
は
〝
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
〞
に
は

達
し
て
い
ま
せ
ん
。

●人件費…職員の給与などに係る費用
●扶助費…生活保護、障害者支援などの福祉に係る費用

●公債費…過去に借り入れた市債（借金）の返済に係る費用
●投資的経費…学校、道路、公園など公共施設の整備に係る費用

歳入の構成割合（H27一般会計年間見込み（借換債除く）
単位：百万円

歳入
211,703
（百万円）

地方交付税
37,321

国庫支出金
58,720

県支出金
11,838地方譲与税

876

交付金等
7,899

市債
22,888

市税
53,842

使用料・手数料
4,463

諸収入
5,407

繰入金
975

その他
7,474

依存財源
65.9％

自主財源
34.1％〈参考〉

自主財源の
Ｈ26中核市平均
51.4％

歳出の構成割合（H27一般会計年間見込み（借換債除く）
単位：百万円

歳出
210,934
（百万円）

人件費
28,717

扶助費
80,971

公債費
21,492

投資的経費
27,181

物件費
17,888

繰出金
12,129

維持補修費
1,770

補助費等
12,449

積立金
2,652

投資、出資金、
貸付金
5,685

義務的経費
62.2％

投資的経費
12.9％

その他の経費
24.9％

　〈参考〉
義務的経費の
Ｈ26中核市平均
51.8％


